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　私たちは、インターライ方式(旧MDS方式)のアセスメントデータから算出する

Quality Indicators（略称:ＱＩ［キューアイ］）によって介護サービスの質を評価する
介護QIの研究コンソーシアム(共同体)です。コンソーシアム事務局のダイヤ財団
より、介護QIの進捗やインターライ方式の関連情報をレターの形でお届けいたします。

　介護QIとは、ケアマネジャーのアセスメントデータを二次活用することで、利用

者の改善や悪化の状況を把握し、事業所のサービスの質を評価する取り組みで

す。このような、アウトカム評価が可能なアセスメント方式は、日本ではインター

ライ方式 (旧MDS2.1<施設>,MDS-HC2.0<在宅>)に限られています。また、イ

ンターライ方式は、適切なケアプラン作成に向けて、高齢者の状態を身体的・心

理社会的側面から包括的にアセスメントするためのツールとしてケアマネジャー

に最も活用されている方式でもあります。したがって、この方式を採用した事業所

では、ケアの質の評価と改善のプロセスをひとつのツールで実施できることが

最大の利点といえます。

　介護QIの評価事業に参加した法人には、他の事業所と比較した成績だけでなく、

優先的にケアプランを見直すべき利用者の情報が示されたレポートをお渡しします。

「ADLの悪化」や「社会的な孤立」など当該事業所の成績の悪かった領域を確認

した上で、悪化のリスク(確率)が低かったにも関わらずADL悪化等の問題が起き

てしまった利用者のケアプランを優先的に見直すことで、質の改善サイクルへと

つなげていけるでしょう。

　「科学的な根拠(エビデンス)に基づくケアの質の向上」を使命とする国際的

ネットワークであるインターライ(interRAI)の日本組織を代表して、介護QIの

趣旨に賛同いただける法人の参加ををお待ちしています。
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（グループ単位でのCAP検討）

（CAP検討画面）

（ケアプラン2表への出力）

　新インターライ方式の公認システムとして、ASP・SaaS・クラウドコンソーシアム

（通称：ASPIC：アスピック）により各ベンダーに提供されている「インターライ

方式ケアアセスメントクラウドサービス」が、バージョンアップにより、その機能

を格段に向上させました。

　1例として、複数のCAP(キャップ)を選んでグループ単位でCAP検討が可能に

なり、そのまま「介護サービス計画書2表」への反映がスムーズに行えるようになり

ました。出力帳票も、介護サービス計画書１・２表に加えて、3表の空表も印刷でき

ます。また、各社の給付管理ソフトにデータを連携させる機能も強化されています。

　すでに、旧MDSシリーズのアセスメントマニュアルは絶版となり、新任ケアマネ

ジャーへの研修もインターライ方式で始まっています。MDS方式ユーザー

は、ぜひこの機会にインターライへの移行をお願いします。

　なお、現在ご利用のソフトがインターライ方式に対応しない場合や単独でアセ

スメント機能を利用したい法人は、以下のASPICまでお問い合わせください。

　 新たにインターライ方式を導入する事業所から、アセスメントツールとしての

特徴やクラウドシステムの操作をコンパクトにまとめた教材が欲しいという声が

多く寄せられていました。

　 インターライ日本では、公式ホームページにおいてインターネット配信

型の自己学習教材を開発中です。秋頃には、公開予定ですので、どうぞご期待

ください。

インターライ方式の最新情報
NEWS：インターライ方式のクラウドサービスが進化しました

WEBによる自己学習ツールも公開予定です !!
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　平成24年度 厚生労働省老人保健健康増進等事業として実施した「ケアプラン

の質的向上を支援する客観的評価指標の開発に関する調査研究事業」の研究

成果をホームページに公開しました。

　この研究では、居宅介護支援事業所を中心に5法人15事業所が参加し、利用

者約2,000人のMDS-HCアセスメントデータに基づき、「脱水」・「転倒」・「ADL

の悪化」・「虐待」などのQI指標を事業所ごとに比較しています。

　居宅版のQI22項目の事業所間比較の結果、全体平均値の国際比較等、貴重

なデータが公開されています。報告書全文のダウンロードも可能となっています

ので、皆さまのアクセスをお待ちしています。

　2013年6月4～6日に開催された日本ケアマネジメント学会総会（大阪国際

会議場）において、「アセスメントデータから算出するケアのアウトカム指標」と

題して、計4本の研究発表を行いました。

　なかでも、ラックコーポレーションの濱田統括部長が報告した「管理者の立場

から見たQIの有用性」に対する参加者の関心は高く、介護事業者としてのメリッ

トやアセスメント定着への苦労など多くの質問をいただきました。

　介護QIコンソーシアムでは、研究委員会のサポートにより、参加法人の皆さま

による研究発表を応援しています。実務者による現場発の研究成果の公表に

ぜひご参加ください。

成果公表サイト
http://interrai.jp/qi/rouken/
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【介護QIの研究委員会】

介護QIの成果公表サイトがOPEN !!

学会への研究発表

事業所間比較グラフの一例

濱田部長による発表の様子

介護QIサイト(http://interrai.jp/qi)

　2013年度から新たに、鳥取県の社会福祉法人「こうほうえん」様と大阪市の

社会福祉法人「永寿福祉会」様が介護QIコンソーシアムに加入して下さいました。

　こうほうえん(昭和61設立)は、鳥取県内と東京に特養、老健、高齢者住宅、

グループホーム等(約30か所)の施設および居宅サービスを運営する大規模法人

です。また、オールジャパンケアコンテストの主催や経産省の「おもてなし経営企業選」

50社に社会福祉法人で唯一選定されるなど、サービスの質向上の先駆的存在です。

　永寿福祉会(昭和61年設立)は、大阪市で現在3つの特養と1つの老健を中核

に、居宅サービスや地域包括支援センター、デイサービス等を運営しています。

MDS方式は以前より導入しており、ケアプラン作成のアセスメント方式をあらた

めてインターライ方式に統一化するタイミングに合わせて、介護QIのコンソーシ

アムへの参加を決定いただきました。

　介護QIコンソーシアムの参加法人には、インターライ方式のアセスメント表を

無料でお配りしています。様式は旧MDSとほぼ同一で、文字と記入欄が大きく

配置された約18頁の冊子です。種類は、「施設版」「高齢者住宅版」「居宅版」に

分かれていますので、必要な種類と部数を事務局までご連絡ください。

(2013年度の協定書を締結済みの法人-7月末現在-)
・ 医療法鉄蕉会 亀田総合病院(千葉県)
・ 株式会社 ラックコーポレーション(東京都)
・ 株式会社 日本パムコ(千葉県)
・ 株式会社 ビジュアルビジョン(埼玉県)
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ようこそ : 新しい仲間です

(記入用)アセスメント表を提供中です

　MDS方式からの移行準備中の法人、新たにインターライ方式に挑戦したい

法人には、介護QIコンソーシアムへの参加を前提に初期研修等の導入支援も

行っています。

　本研究事業は公的研究費の助成で運営されており、コンソーシアム参加や

評価レポートに関する参加法人の費用負担は基本的にありません。

　 参加条件や導入支援に関する詳細は、以下にお問い合わせください。

インターライ方式を検討中の法人もご相談ください

サービス付き高齢者向け住宅
アザレアコートこうほんえん（米子市）

老人保護施設
永寿ケアセンター（大阪市）

インターライ方式に関する講義の様子

クラウドサービスを使用した研修


